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このグラフは、人の生命力を体力と体質に分け、「病気の状態」、根本療法による「本当の健康」、治療薬

による「見せかけの回復」をわかりやすくしたものです。

真ん中のグラフは現在の症状を持たれた方の体の状態です。体質は持って生まれたものなので、改善は

なかなか難しいですが、体力が減っていることで症状が現れていることが分かります。

対して、右のグラフは、現在の症状に対処療法をしたものになります。「風邪薬」「鎮痛剤」「アレルギー

剤」などの治療薬は対処療法。その時は症状が軽くなっても、根本的に解決しているわけではなく、治

療薬を中止してしまうと、再発したり、症状を長引かせてしまう可能性があります。

左のグラフは、根本療法を行ったものとなります。体力・免疫力・気力をアップすることで、自分自身

の自然治癒力が高まり、症状が出にくくなっていきます。
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